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問い合わせ　まちづくり推進課生活環境係　☎２２-２２７９

平成 29年 1月から
「家庭ごみの指定ごみ袋制度」を導入します

　市では、広島中央環境衛生組合と連携して、ごみの減量及び資源化の促進と環境負荷の軽減を図っていま

す。適切なごみの分別と出し方を徹底するとともにごみの減量及び資源化を進めることを目的に、ごみの排

出段階においてこれらを意識できる仕組みとして、平成 29 年１月から「家庭ごみの指定ごみ袋制度」を導

入いたしますので、ご協力をお願いします。

１　市のごみの現状
　ごみ出しの課題

　ごみを出す際は「中身のよく見える袋」で出すことに

なっていますが、紙袋や白色の袋などの中身が見えない

袋に入れたり、分別をしないまま出されたごみ出しが見

受けられます。

　このようにルールが守られないごみ出しは、ごみス

テーションの乱雑化や、ごみ収集時の事故の原因となり

ます。

　ごみの排出量等の推移

　ごみの排出量は年々減少していますが、一人１日当たりのごみの排出量はほとんど変わらず、広島県平均

を上回っています。一人ひとりがごみの減量と資源化に取組むことが大切です。

２　指定ごみ袋制度の目的
　○ごみの分別とごみ出しマナーの徹底

　○ごみステーションの乱雑化の防止

　○事業系ごみや市外からのごみの混入防止

▲ルールが守られていないごみステーション

区分 平成 22 年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25 年度 平成 26年度

人口（人） 29,397　 28,924　 28,819　 28,338　 27,833　

世帯数 12,948　 12,888　 12,912　 12,852　 12,746　

ごみ排出量合計（t）
（集団回収量を含む）

10,130　 10,061　 9,588　 9,739　 9,452　

一人１日当たりのごみの排出量（g） 944　 950　 911　 942　 930　

リサイクル率（％） 14.7　 14.0　 13.7　 13.8　 13.0　

　○ごみ収集作業の迅速化と安全の確保

　○ごみの減量や資源化への意識付け

▲一人１日当たりのごみの排出量（g）
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４　指定ごみ袋の種類及び販売価格
ごみの区分 色 大きさ（容量）販売価格（１枚）

もやせる物 赤色（予定）
10 ℓ

20 ℓ

40 ℓ

10 ℓ

20 ℓ

40 ℓ

→

→

→

４円

７円

10 円

もやせない物

リサイクルする物

有害ごみ

青色（予定）

８　住民説明会について
　この制度の説明会を開催しますので、市民のみなさんのご参加をお願いします。

日時 会場

７月 13 日（水） 18：30 ～ 20：00 忠海東公民館

７月 21 日（木） 19：00 ～ 20：30 忠海公民館

７月 27 日（水） 18：30 ～ 20：00 大乗公民館

８月３日（水） 18：30 ～ 20：00 保健センター

８月９日（火） 19：00 ～ 20：30 小梨公民館

８月 19 日（金） 18：30 ～ 20：00 中通公民館

８月 24 日（水） 19：00 ～ 20：30 東野公民館

日時 会場

８月 31 日（水） 19：00 ～ 20：30 荘野公民館

９月６日（火） 18：30 ～ 20：00 仁賀公民館

９月９日（金） 19：00 ～ 20：30 田万里公民館

９月 13 日（火） 19：00 ～ 20：30 竹原中央公民館

９月 15 日（木） 19：00 ～ 20：30 竹原西公民館

９月 29 日（木） 19：00 ～ 20：30 大井公民館

10 月５日（水） 19：00 ～ 20：30 吉名公民館

３　指定ごみ袋の対象とするごみの区分
【指定ごみ袋制度導入後の家庭ごみの出し方】※制度導入後も分別種の変更はありません。

分別の区分 排出方法

もやせる物
（生ごみ、紙くず、紙おむつなど）

指定ごみ袋による。

（もやせる物用）

もやせない物
（容器包装プラスチック、埋立ごみ）

指定ごみ袋による。

（もやせない物・リサイクルする物・

有害ごみ用）

リサイクルする物
（ビン類、カン類、ペットボトルなど）

有害ごみ
（乾電池、蛍光管、体温計、鏡）

粗大ごみ
（家具類、寝具類など）

収集シールを貼る。（事前申込が必要）

（変更なし）

資源物
（新聞紙、衣類、飲料用パック、
ダンボールなど）

ひもで十字にしばる。

（変更なし）

※地域美化や環境美化の観点から、ボランティア清掃ごみは指定ごみ袋の対象外とします。

６　実施時期
　（試行期間）12 月　※透明の袋で出されたごみも収集します。

　（完全実施）平成 29 年１月から　※指定ごみ袋以外の袋で出されたごみは収集しません。

７　パブリックコメントの意見
　11 人から 19 件の意見をいただきました。意見の概要とそれに対する市の考え方は、ホームページで公開

しています。

　主な意見として、「指定ごみ袋の買いやすい販売方法」、「不法投棄の防止対策」などの要望や、「ごみ問題

は今後更に深刻化するため、自分達が負担してでも解決していかなければならない」との意見もありました。

５　販売場所
　スーパー、コンビニ、商店などを予定しています。

　商店等がない地域については、公共施設等での販売を検討します。


